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【国際特許分類】
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   Ｈ０４Ｌ   1/00     (2006.01)
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   Ｈ０４Ｂ   1/16    　　　Ｚ
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   Ｈ０４Ｌ   1/00    　　　Ｂ
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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月7日(2009.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ストリームを受信して復調する復調部と、
　前記復調されたストリームを等化する等化部と、
　前記等化されたストリームを処理する復号化部と、を含み、
　前記ストリームは、デジタル放送送信機において、前記ストリームの処理に用いられる
ための付加的な情報を挿入してインターリービングし、前記ストリーム内の予め設定され
た位置に配置されるように処理した後に伝送したものであることを特徴とするデジタル放
送受信機。
【請求項２】
　前記ストリームは、前記デジタル放送送信機に設けられたＴＳ ＭＵＸ及びＴＳポスト
ＭＵＸによって構成され、前記付加的な情報は前記ＴＳポストＭＵＸによって位置が調整
されたものであることを特徴とする請求項１に記載のデジタル放送受信機。
【請求項３】
　前記復調部、前記等化部及び前記復号化部のうち少なくとも一つは、前記付加的な情報
を検出して使用することを特徴とする請求項１に記載のデジタル放送受信機。
【請求項４】
　前記付加的な情報は、ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ、ＰＣＲ、ＯＰＣＲ、ｓｐ
ｌｉｃｅ　ｃｏｕｎｔｄｏｗｎ、ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｐｒｉｖａｔｅ　ｄａｔａ　ｌｅ
ｎｇｔｈ、ａｄａｐｔａｔｉｏｎ　ｆｉｅｌｄ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ　ｌｅｎｇｔｈのう
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ち少なくとも一つであることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の
デジタル放送受信機。
【請求項５】
　ストリームを受信して復調するステップと、
　前記復調されたストリームを等化するステップと、
　前記等化されたストリームを復号化するステップと、を含み、
　前記ストリームは、デジタル放送送信機において、前記ストリームの処理に用いられる
ための付加的な情報を挿入してインターリービングし、前記ストリーム内の予め設定され
た位置に配置されるように処理した後に伝送したものであることを特徴とするデジタル放
送受信機のストリーム処理方法。
【請求項６】
　前記ストリームは、前記デジタル放送送信機に設けられたＴＳ ＭＵＸ及びＴＳポスト
ＭＵＸによって構成され、前記ストリームの処理に用いられる情報は前記ＴＳポストＭＵ
Ｘによって位置が調整されたものであることを特徴とする請求項５に記載のデジタル放送
受信機のストリーム処理方法。
【請求項７】
　前記復調、前記等化及び前記復号化のうち少なくとも一つの作業は、前記ストリームの
処理に用いられる情報を検出して使用することを特徴とする請求項５に記載のデジタル放
送受信機のストリーム処理方法。
【請求項８】
　前記ストリームの処理に用いられる情報は、ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ、Ｐ
ＣＲ、ＯＰＣＲ、ｓｐｌｉｃｅ　ｃｏｕｎｔｄｏｗｎ、ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｐｒｉｖａ
ｔｅ　ｄａｔａ　ｌｅｎｇｔｈ、ａｄａｐｔａｔｉｏｎ　ｆｉｅｌｄ　ｅｘｔｅｎｓｉｏ
ｎ　ｌｅｎｇｔｈのうち少なくとも一つであることを特徴とする請求項５乃至請求項７の
いずれか一項に記載のデジタル放送受信機のストリーム処理方法。


	header
	written-amendment

